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◎ホフマン輪窯６号窯の保存修理工事が始まりま

した。 

 平成３１年３月７日から、まずは窯内に積もっ

ていた土砂の除去作業に着手しました。窯外に搬

出された土砂は約８トンに達しています。 

焼成室の土砂除去作業 

 

 

◎覆屋の仮設工事 

 工事ではホフマン輪窯６号窯の覆屋を全解体し

ます。そのため、工事期間中の風雨から輪窯を守

り、天候の影響を受けることなく工事を進めるた

め、全長約６１ｍ、幅約２８ｍの素屋根（仮設の覆

屋）を設置します。 

素屋根基礎の設置状況 

 

 

素屋根小屋組みの架設 

 

◎窯内部の仮設工事 

 工事中に煉瓦が崩落する危険性もあるため、窯

内部には仮設のサポートを全体に設置しました。

これにより作業員の安全性を確保し、作業を進め

ていくことができます。 

窯内部のサポート設置 

 

 

◎煙突基礎の確認作業 

 窯・覆屋と同様に、煙突の基礎についても正確

な図面はありません。高さ４０ｍにも及ぶ煙突の

安全性を確保することは、今回の工事の中でも重

要な点です。そこで、煙突基礎の状況を確認する

ために、窯内部を一部掘削しました。掘削の途上 

 



 

では、以前に今回掘削位置のほぼ反対側で確認さ

れていた地下の暗渠状遺構が確認され、この遺構

は焼成室の床面下を全周する可能性が高くなりま

した。暗渠状遺構の目的は、空気の層を作ること

で湿気が上がってくるのを防ぐことにあったと推

測されますが、類例がないためはっきりしません。  

暗渠状遺構の下部は煉瓦屑を含む土砂で埋めら

れ、床面から約２ｍ下からコンクリートの煙突基

礎を確認しました。煙突基礎の規模や位置、深さ

は、過去の図面に描かれているものとほぼ同じで

した。また、煙突の平面は円形ですが、その基礎は

どうやら八角形のようです。コンクリート打設時

の型枠となった板材の痕跡もみられます。今後、

このコンクリートの厚さと鉄筋の有無を確認して

いきます。 

 

煙突基礎確認のための掘削状況 

（断面に見えるのが暗渠状遺構、 

最深部に見えるのが煙突基礎） 

 

 

コンクリートの煙突基礎 

 

 

 

 

 

 

煙突基礎確認のための掘削位置 

 

 

◎煙突基礎をめぐる課題 

 この煙突は元々煉瓦造でしたが、１９２３年（大

正１２年）の関東大震災の時に上部が倒壊し、そ

の後現在のコンクリート造で再建されました。震

災後の写真では、煙突付近の覆屋屋根が破損して

おり、倒壊した煙突の落下によるとみられます。

その際には、煙突付近の窯もかなり破壊されたこ

とでしょう。再建された範囲については、煉瓦の

積み方を調べて、明らかにしていく予定です。 

 写真では、被災時に煙突の下半部が残っている

ため、ある部分から再建された可能性もあります。

また、当初の煙突が基礎から煉瓦造だったのかと

いう疑問もあります。すなわち、煙突の基礎が再

建の際に打ち直されたのか、当初からコンクリー

ト基礎だったのかということです。これは、技術

史的な面から重要な課題と考えられます。 

   関東大震災時の煙突倒壊状況 
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掘削位置 


